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  ここのところ寒暖差の激しい日が続いていますが、皆様におかれましてはご健勝のことと 

 お喜び申し上げます。毎年この時期になると悩まされるのが花粉症です。いろいろ試している 

 ので、もしかして今年は大丈夫かな…と期待しつつ、やはり花粉症の症状が現れ、がっかり 

しています。皆様はいかがでしょうか。 

 数年前、近所に引っ越してこられたご夫婦の方がいらっしゃいます。その時に、引っ越し 

の挨拶にご夫婦で見えられ「今度こちらに越して来た〇〇です。宜しくお願いします」と言われ 

「こちらこそ宜しくお願いします」とありきたりのご挨拶でその場は終わりましたが、その後 

たまに見かける時は挨拶をかわすようになりました。 

 ある時、そのお宅の駐車場で見知らぬ人が何かを見ている様子でした。何だろうと、その人が 

去った後で見てみると、そこには小さな貼り紙に『バジルの葉、欲しい方は持って行って下さい』 

と書いてあり、その横にはなんと持ち帰り用のビニール袋まで下げてありました。 

思わず感心してしまいました。 

 後で家内が聞いたところ、その奥様いわく「ホームセンターへ出掛けて、きれいな花を 

見かけると、ついつい買ってきてしまうので、どんどん増えていってしまう」と話していた 

そうです。そう言えば、駐車場の車の回りには、いくつものプランターが所狭しと増えて 

いました。 

また、先月の大雪の朝、そのお宅の玄関先に高さ 1ｍ位の大きな雪ダルマが出来上がって 

おりました。その晩、ご主人をお見かけしたので「ずいぶん立派な雪ダルマですね」 

と声を掛けたところ、「久しぶりの雪で嬉しくなってしまい、大人気もなく、夜中に 

作ったんですよ。ついつい力が入って頑張ってしまいました」ととびっきりの笑顔で 

話してくれました。寒さもプラスに捉えて楽しむ素敵な方だと心が温かくなりました。 

 最近は、ご近所づきあいがわずらわしいと敬遠する人も多いと聞きます。 

「遠い親戚より近くの他人」「袖振り合うも他生の縁」ということわざがありますが、 

お互い様に良いご縁となるよう、ご近所付き合いを楽しんで参りたいと思いました。（清 水） 
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キッチンと同色の明るい木目調！
上段は曇りガラスでリビングから
も中身が見えず、スッキリ収納♪ 

引出し収納で中身も 
見やすくなりました 
(*^-^*) 

レンジフードフィルターの自動洗浄 
「クリナップ 洗エール」お掃除が大変 
なレンジフードも自動で勝手にお掃除 
してくれます(^^♪ 

 

           

 

  今月は、キッチン交換工事をさせて頂いたお客様をご紹介致します。 

 

   
     
  
   

 

 

                           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
キッチンのリフォームは、デザイン、掃除のしやすさ、収納の多さなど、暮らし方を振り返ったり、 
理想の暮らしをイメージすることで、何を重視するかを決めるのが大切です。 
また、各メーカーでキッチンの特色やデザインが異なります。家族のライフスタイルに合うメーカーやキッチン 
はどれか調べ、収納、換気扇、キッチンのサイズ・高さなど、ショールームで直接見て、触れて、実際の 
キッチンを体験してみることも大切です。今回は、ショールームの見学をして頂き、時間をかけてご検討 
されたことで、納得のいくリフォームのお手伝いをさせて頂けたことと大変嬉しく思います。 
今後共、お客様のニーズに合ったリフォームのお手伝いをさせて頂くよう日々勉強を重ねて行きたいと思います。 
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  毎年、この時季にご紹介致します“こども作文コンクールの入賞作品を、先月から連載させて頂いて 

おります第 2 弾！今回も、子供の素直で心温まる素晴らしい作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

小学 3～4 

年生の部 



どちらも、お麩の飾りが 
付いたヘルシーで 
可愛いスイーツです ��� 

 

        

    

  『新宿御苑』は、新宿区と渋谷区にまたがり、東京ドーム約 12 個分の広さを誇る広大な庭園です。 

 明治 39 年(1906)に日本初の本格的な西洋庭園として誕生し、皇室行事「観桜会」 

の会場として全国から桜を収集した歴史があります。 

 当時植栽された希少品種をはじめ、観賞品種の八重桜を中心に、約 65 種 1000 本 

の桜が楽しめます。1 月中旬の寒桜をトップバッターに、3 月下旬には 

ソメイヨシノなどの一重咲き種、4 月には一葉などの八重咲き種と、 

いろいろな種類の桜が次々に見頃をむかえ、長い期間花を観賞できます。 

また、園内には 5 ヶ所のフード＆カフェもあるようです。 

春の花が一斉に咲き誇り、新宿御苑が一年の中でもっとも賑やかになる 

この季節、是非足を運んでみてはいかがでしょうか。 

  

  《開催日》２０２４年３月２５日(月)～４月２４日(水)  
       （期間中は毎日休まず開園） 

《所在地》〒160-0014 東京都新宿区内藤町 11 番地 
《アクセス》JR・京王・小田急線 新宿駅南口より徒歩 10 分 

       東京メトロ丸ノ内線 新宿御苑前駅出口 1 より徒歩 5 分 

 《ＴＥＬ》03-3350-0151（新宿御苑サービスセンター） 
 《入園料》一般 500 円 65 歳以上・学生(高校生以上)250 円 小人(中学生以下)無料 

 《開園時間》ＡＭ９:００～ＰＭ５：３０ 
   
   
        

           

         

 

 

   浅草寺ご本尊の観音さまが推古天皇 36 年（628）3 月 18 日に 

お姿をあらわされた（示現）ことから、それを祝い毎年 3 月 18 日 

に行われる法要です。 

  舞は、飛鳥時代に浅草寺の本尊が隅田川から引き上げられた際、 

「天空から金龍が舞い降り、一夜にして千株の松林ができた」 

との伝説に由来。観音さまのご縁日 18 日の 8 にちなみ、 

金龍は長さ約 18ｍ、重さ約 88 ㎏で、8 名によって生けるがごとくに操られる姿は圧巻です。 

  観音さまを象徴する「蓮華珠」を先頭に、これを守護する「金龍」が仲見世や 

境内を練り歩き、金龍浅草組合花組のお囃子の中、勇壮豪華な舞が繰り広げられ、 

参拝者から歓声や拍手が起こるようです。 

  また、雷門に下がる大提灯の真下から見上げると、底には木彫りの龍が鎮座しています。 

  木彫りの龍には、雨を降らす水神様として街が火事にならないようにとの願いが 

込められているそうです。時には提灯を見上げて雷門の守護神を拝んでみてはいかがでしょうか。 

 
《開催場所》浅草寺境内 
《開催日時》令和６年３月１８日 

      11：30（雷門11：00出発）、14：00（伝法院13：30出発）、 
15：30（伝法院15：00出発） 

《問合せ》浅草観光連盟 03-3844-1221・浅草寺 03-3842-0181 
 

東京都内でも、見どころは沢山あるのですね(^^) 

春の穏やかな日差しの中、近場でゆっくり見学するのも良いのでは… 

 

花見時期の混雑緩和と事故防止を目的として、来園者が集中する 3～4 月の土日については 
事前予約を実施するようです。 
問合せ：事前予約サポートコールセンター（℡03-6629-2142 受付時間 9：00～18：00） 


